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コアイベント

  

会　期：2023年10月23日（月）～11月1日（水）
会　場：日比谷・有楽町・丸の内・銀座地区
主　催：（公財）ユニジャパン
共　催：経済産業省／国際交流基金（アジア映画交流事業）／東京都（コンペティション部門、ユース部門）
後　援：	総務省／外務省／千代田区／中央区／ 日本貿易振興機構／国立映画アーカイブ／（一社）日本経済団体連合会／	

東京商工会議所／（一社）日本映画製作者連盟／（一社）映画産業団体連合会／（一社）外国映画輸入配給協会／	
モーション・ピクチャー・アソシエーション（MPA)／全国興行生活衛生同業組合連合会／	
東京都興行生活衛生同業組合／（特非）映像産業振興機構／（一社）日本映像ソフト協会／（公財）角川文化振興財団／	
（一財）デジタルコンテンツ協会／（一社）デジタルメディア協会

助　成：文化庁文化芸術振興費補助金（映画支援事業）
対　象：一般
公式サイトURL：https://2023.tiff-jp.net/

総来場者数（参加数）：541,024人	
出展参加国と地域数：114の国と地域

■開催内容
　日本で唯一の国際映画製作者連盟公認の国際映画祭として、才能溢れる新人監督から熟練の監督までを対象に、世界中から
厳選されたハイクオリティなプレミア作品を集結させて、メインとなる長編コンペティション部門など様々な部門で国内外に発信。
映画上映以外に学生、プロフェッショナル、ビジネス来場者を対象とした貴重なセミナー、シンポジウムやワークショップなども
開催し、フォーラムやマーケットとの連動を意識した参加交流型フェスティバルとして人と映画、ビジネスのリンケージを実現し
ている。

■2023年度の新規取り組みとその成果・特色など
　小津安二郎生誕120年に絡めて国立映画アーカイブでのフィルム上映と一緒に大々的な小津安二郎作品の特集を組み、シン
ポジウム、Jazzライブ付き上映などの企画を実施、国内外で大きな注目を集めた。これまでのジャパニーズ・アニメーション部
門をアニメーション部門としてこれでまでは国内アニメのみだったところを国内外のアニメを集め上映。また中学生を対象とした
映画ワークショップ「TIFFティーンズ映画教室」では海外からも識者を集めて映画教育に関する国際シンポジウムを開催した。

■他イベントや非コンテンツ企業との連携事例などの実施事例、件数や成果
　Tokyo	Cinema	Daysと称して都内の全映画館を対象とした「＃」キャンペーンを実施、応募数は300件弱だったが、映画館関
係者からはとても喜ばれた。今後も継続予定。

第36回東京国際映画祭
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